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記号一覧

集合に関する表記 Aおよび B を空間 V 上の集合とするとき，

x ∈ A：xは Aの元

AC ：Aの補集合

∂A ：Aの境界

Ā ：Aの閉包

cardA：Aが有限集合であるとき，元の総数

{x ∈ A : xに関する条件 }：条件を満足する Aの部分集合

A ∩B：Aと B の交わり

A ∪B：Aと B の合併

A ⊂ B：Aは B の部分集合

ベクトルと行列に関する表記

• Aおよび B を空間 V 上の集合とするとき，

f : A → B：Aから B への写像

f : x ∈ A 7→ fx ∈ B：Aから B への写像

Imf：写像 f の像

Kerf：写像 f の核

• V およびW を線形空間とするとき，

dimV：V の次元

V ⊕W：V とW の直和

V ⊥：V の直交補空間

• Aを正方行列とするとき，

detA：Aの行列式

rankA：Aの階数

nullA：Aの退化次数

• xおよび yを n次元実ベクトルとするとき，

||x||：xのノルム
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x · y：xと yの内積

x ⊥ y：xと yは直交

x ∥ y：xと yは平行

• uおよび vを n次元実 (列)ベクトルとするとき，

uT：uの転置

uT v：uと vの内積

• {vi ∈ Rn}ni=1 を列ベクトルの集合とするとき，

< v1, v2, . . . , vn >：{vi ∈ Rn}ni=1 が張る線形部分空間

(v1|v2| . . . |vn)：{vi ∈ Rn}ni=1 を列ベクトルする行列

• {vTi ∈ Rn}ni=1 を行ベクトルの集合とするとき，
vT1
...

vTn

 ：{vTi ∈ Rn}ni=1 を行ベクトルする行列

微分演算に関する表記 スカラー関数 ϕ : Rn 7→ R1 およびベクトル関数 F : Rn 7→ Rn とするとき，

grad ϕ：スカラー関数 ϕの勾配

H ϕ：スカラー関数 ϕのヘッセ行列

DF：ベクトル関数 F のヤコビ行列

detDF：ベクトル関数 F のヤコビ行列式


